
































 表 1 は，2005 年と 2015 年の自動車保有台数の世界ランキングを示したものである。2005
年時点の上位 6 ヶ国はすべて先進国であった。続いて新興国の中国，ロシア，ブラジルが






表 1 世界各国自動車保有台数ランキング 















1 アメリカ 237697 802 1 アメリカ 264194 821 11.1 
2 日本 75687 592 2 中国 162845 118 415.3 
3 ドイツ 49223 597 3 日本 77404 609 2.2 
4 フランス 39298 645 4 ロシア 51355 358 64.5 
5 イタリア 39089 667 5 ドイツ 48427 593 -1.6 
6 イギリス 34394 571 6 ブラジル 42743 206 85.5 
7 中国 31597 24 7 イタリア 42242 706 8.0 
8 ロシア 31212 217 8 フランス 38652 598 -1.6 
9 スペイン 25158 576 9 イギリス 38220 587 11.1 




図 1 各国自動車保有台数の変化 2005－2015 年 
            出所：国際自動車工業連合会の資料より筆者作成 
  
図 1 が示すのは，2005 年から 2015 年における各国の自動車保有台数の推移である。先
進国では，アメリカが少し増加し，ドイツが一時減少した以外，ほとんど変わっていない。
一方中国などの新興国では，連続に増加している。インドは表 1 に示されていないが，2015










は 10 万台も減少した。戦後は経済の回復とともにまた数が増え，1950 年代のはじめは 40
万台であったが，中ごろは 100 万台，後半は 200 万台になった。そして東京オリンピック
が開催された 1964 年には，自動車の数は 500 万台を超えた。 
前述したように，オリンピック後の日本社会では自動車の普及にいろいろなメリットが
あり，モータリゼーションが進行した。自動車保有台数は四年間で 1000 万まで増加し，十
年もせず 2000 万に達した。また，1980 年代後半は 5000 万台，1990 年代からだんだん増え
るスピードが遅くなって，それでも 7000 万台になり，2004 年前後はほぼ成長が停止した。
2008 年から 2010 年までは減少傾向となり，2011 年後は回復し，増加傾向となっている。 
（２）地域差 
 図３が示すように，面積当たりの保有台数では 1970 年に東京と大阪が一番多く，続いて
東京周囲の神奈川，埼玉と中部の愛知であった。そして 1985 年には千葉，兵庫，東京と愛
知の間の静岡，九州の福岡も数が大きくなった。2000 年はそれらの周辺都市も 1 ㎢あたり














        注：変化の見やすさを配慮して，日本は 15 年ごと、中国は 5 年ごとにする。 











した時，自動車保有台数はわずかに 5 万台だけであった。1956 年に社会主義化が基本的に
完成した時でも，自動車の数はまだ 10 万台であった。1978 年改革開放政策実施などによ
って経済が成長し，1976 年には 100 万台，1995 年は 1000 万台に達した。さらに 2001 年
WTO の加盟で外国との貿易が盛んとなり，2005 年の保有台数は 4000 万になった。 
 そして，2008 年北京オリンピックも 1964 年東京オリンピックと同じく，モータリゼー
ションの始まりのターニングポイントのような存在と言える。2009 年 1 月国務院は「自動
車産業調整振興計画」を採択し、自動車消費市場の拡大を狙った。その後自動車保有台数
は急激に増加し，一年で 1000 万台，時には 2000 万台も増えた。2017 年時点では 2 億台に
なり，この後も増加しつつある。 
（２）地域差 
図６が示すとおり，2000 年と 2005 年の時点で面積当たりの保有台数が 30 台以上の地域
は北京，天津，上海といった直轄市だけであった。2010 年になると山東，江蘇，浙江，広
東の四省，2015 年に北京の周辺，沿海地区の省と重慶市で数が増えたことがわかる。 
千人当たりの保有台数は，2000 年は北京，2005 年に天津が加え，2010 年は北京の周辺，









        注：一部のデータは URL「暦年中国民用自動車保有量一覧（1947ー2017 年）」． 
























   
     
図８ 2015 年日本都道府県別一人当たり生産額と千人当たり保有台数 
出所：内閣府「県民経済計算」と自検協の統計より筆者作成 
  
図９ 2015 年中国省別一人当たり生産額と千人当たり保有台数 





成がどんどん変わっている。日本自動車工業会の統計によると，1990 年代から 2010 年代
の間に貨物車（トラック）の数はピークの 2100 万台から 1400 万台に減少した。そして軽
自動車の割合が増え，2017 年には乗用車の約 36％，トラックの 59％を占める。また，「自



















年１月まで，全国で 37 個の都市は地下鉄を開設している。 
 中国の千人当たり保有台数の飽和値はいったいどのぐらいとなるのは一番いいのか。個
人的な考え方を言うと，千人当たり保有台数が 200 前後，そして全国の自動車保有台数は
3 億台がピークで，2.6－2.8 億台が目安であると考える。  
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